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平 成 20 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の １ ）

計画体系ｺｰﾄﾞ 4-4-2 事業名 「豊平川札幌地区河川防災ステーション」整備事業

担 当 都市局開発事業部調整担当課　柳原　℡ 211-2721

全　　体　　計　　画

事

業

内

容

　河川防災ステーションは、豊平川の洪水時における河川の
保全活動及び災害時の緊急復旧活動を行なう拠点として、東
雁来第２土地区画整理事業地内に、国が管理する河川防災ス
テーションとその中に札幌市の水防センターを併設するもので
である。平常時には防災減災に向けた市民活動などによる利
活用を図る。
【施設概要】
　延べ面積　850㎡
　構造　RC造２階建て（国と札幌市の共用施設）
　施設内容　河川管理施設、防災交流施設（水防倉庫、水防
団詰所、広報室、管理人室、車庫）
　平常時　防災訓練機能、研修・学習機能、情報発信機能

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
「豊平川札幌地区河川防災ステーション」
水防センター建設事業年次
　　　（札幌市施行分） 平成20～22年度
　　　（事業内訳）　 　　平成20年　基本設計
　　　　　　　　　　　　　　平成21年　実施設計
　　　　　　　　　　　　　　平成22年　工事着手及び完成(予定）
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平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）
＜基本設計の実施に向けた協議調整＞
　
　これまで河川防災ステーションの整備に向けて、関係部署と
個別に協議調整を進めてきた。
　また平成１９年６月には、北海道開発局と札幌市において、
「豊平川川づくり・まちづくり連絡協議会」を発足し、双方の情
報共有を図り、施設計画及び管理運営計画の協議調整を
行ってきた。
　それに基づき「河川防災ステーション整備計画」と「水防セン
ター整備計画」の基本方針※を作成し、平成２０年度に実施す
る水防センター基本設計の方向性が明確になった。
　
※　基本方針
　・豊平川全流域における災害時の防災・減災活動の支援拠
点
　・東雁来地区の水防活動を円滑に行うための施設
　・河川事業の紹介や情報発信の場
　・水防活動を中心とした防災訓練の場
　・水防対策などの防災研修や学習活動の場

＜２０年度の主な事業・取組＞
・水防センター基本設計の実施
・平常時利活用と施設整備及び運営・維持管理について関係
部局との協議調整

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目
18年度末
(現　　状)

19年度末
(実　　績)

20年度末
(予　　定)

21年度末
(予　　定)

22年度末
(予　　定)

22年度末
(目　　標)

水防センター建設 － － 基本設計 実施設計 施設建設 工事完了

■市民との連携、市民参加
【情報発信機能】　河川を軸とした文化活動の拠点として活用するとともに、広く市民に対して河川事業の紹介や情報発信を行う。
【研修・学習機能】広く市民を対象とした水防対策などに関する防災研修や、小中学生を対象とした体験学習　（キャンプ等）の場と
して提供する。

■企業等との連携・協働
　 [資金協力]
　 [人材協力]
　 [情報協力]
　 [その他の協力]

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり
　今後も引き続き、市内で防災活動や体験学習（キャンプ等）を実践してきた市民団体等からヒアリングを実施し、当該施設の管理
活用計画に意見を反映させていく。

市 民 ・ 企 業 等 と の 協 働 の 状 況 （ 市 民 ・ 企 業 等 の 参 加 、 支 援 、 協 力 の 状 況 ）



様　式　イ

事　業　費　の　進　捗　率 　（19年度実績事業費＋20年度予算事業費） ／ （計画事業費） 1.3%
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平 成 20 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ２ ） （単位：千円）

事業名 「豊平川札幌地区河川防災ステーション」整備事業

評    価　（　成　果　） 課    題

計画体系ｺｰﾄﾞ 4-4-2

　これまで関係部署との協議調整や、昨年発足した「豊平川川づ
くり・まちづくり連絡協議会（防災ステーション部会）」で協議調整
を行った結果、平常時利活用として「情報発信」と「研修・学習」
機能を盛り込んだ整備基本方針を策定することができ、今後実施
する水防センター基本設計の方向性が明確になった。

　今年度予定している「水防センター基本設計」の実施に併せ
て、施設の運営・管理区分・所有区分等を関係機関と協議し、整
備及び管理運営方法の具体化に向けて調整を行う必要がある。

今後の事業の予定・方向
　水防センターについては、平成20年度に基本設計を実施、平成21年度には実施設計を実施、平成22年度には建設工事に着手
し、併せて完成を予定している。
　また、北海道開発局が行う河川防災ステーションの整備については、東雁来第2土地区画整理事業の進捗に併せて進めることで
調整を図っている。

事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度 22年度 計20年度 21年度

計　画

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債
そ の 他
一 般 財 源

148,500 148,500
133,000 133,000

予　算

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債
そ の 他
一 般 財 源

0 0

実　績

事 業 費

市 債
そ の 他

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金 0
00

《全　体》　事業内容に大幅な変更が生じることはないが、 関係機関との調整により予算上の差異が生じる可能性がある。

[19年度]

[20年度]

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

一 般 財 源


